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あらまし：日本では，第二言語（英語）に対する学習意欲や基礎知識があるにも関わらず，積極的に英

語で話そうとする学生が少ない．本研究では，このような学生のコミュニケーション意欲そのものを高め

ることを狙いとして，WTC (Willingness to Communicate)モデルに基づいたアニメーション型の会話エージ

ェントを提案する．本システムは，レストランの店員との会話といった日常場面の会話を題材とし，学習

者の音声発話を意図レベルで解釈して柔軟に受け答えする機能や，学生から発話されない状況を特定  

して話しかける機能を持つ． 
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1. はじめに 
学生の第二言語学習の動機として，試験や成績に

関連した短期的な目標と異文化コミュニケーション

を目的とした長期的な目標という二重の目標を持つ

ことの重要性が指摘されている(1)．一方，日本では

日常場面において，英語でコミュニケーション活動

をとる機会があまりなく，積極的に英語で話そうと

する意欲を持つ学生が少ないという問題がある．こ

のような問題を解決するためには，あらゆる場面で

常に英語を話す機会を提供できるような仕組みが求

められる. 

本研究では，英語コミュニケーション意欲を高め

ることを目的とした会話エージェントを構築する.

日常場面を題材としたエージェントとの会話を通じ

て，英会話の経験を積ませ，英語に対する自信をも

たせることで，英語コミュニケーション意欲の向上

を目指す. 

 

2. アプローチ 
MacIntyre ら(2)は，第二言語におけるコミュニケー

ション意欲（WTC）を「第二言語を用いて，特定の

状態で，特定の人（または人々）との会話に参加す

る意思」と定義している．WTC について，積極的に

第二言語で話す学習者と，そうでない学習者に見ら

れる個人差の要因を調査した結果，WTC が実際のコ

ミュニケーション行動に寄与していることが示され

ている．また，WTC に直接影響する要因としてはコ

ミュニケーション不安とコミュニケーション能力の

認知が関係していることが示されている(3)．したが

って，英語に対する WTC を高めるには，対話の経

験を通じて，学習者の不安を減らし，自分のコミュ

ニケーション能力について自信を持たせることが重

要と考える． 

人はコンピュータに対して，親近感や信用感を持 

 

 
図 1 システムの全体図 

 

ち，コンピュータを実在の人物と同様に扱うことが

知られている（4）．今日では Apple の「Siri」や DoCoMo

の「しゃべってコンシェル」など，姿形を持たない

ソフトウェアが利用されている.本研究では，   

学習者が会話場面に没入し，迫真性のある会話を実

現できることが重要であると考えている．様々な日

常会話の場面をシミュレートでき，ユーザが楽しみ

ながら会話できるために，身体性を持つアニメーシ

ョン型の会話エージェントを導入する．本研究で構

築する会話エージェントは視線や表情などの非言語

的な機能を含めた会話を実現しており，好感を抱か

れるユーザインタフェースを提供できることが期待

できる. 

 

3. 会話エージェント  

3.1 システムの概要 

本システムはサーバ・クライアント方式で構築さ

れている．図１にシステムの全体図を示す．会話シ

ナリオは外部ファイル（XML 型式）として定義され

ているため，特定の場面（レストラン，友達同士な

ど）の会話シナリオを容易に追加・修正できるよう

になっている．会話制御部，出力制御部では，自然
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言語処理 API（Wit.ai，AT&T-TTS）と通信すること

で，ユーザの発話認識や返答用の音声ファイル生成

を行う. システムの出力となる会話エージェントは，

Reallusion 社の CrazyTalk を用いている． 

3.2 対話モデルの概要 

発言には，状況に応じた意図が存在する.発言の意

図に応じた適切な応対を実現するために，音声認識

と自然言語処理を行う Web サービス「Wit.ai」を利

用した．Wit.ai ではユーザ発話の音声認識結果につ

いて，登録された発話意図を照合することで，その

発話の意図（intent）を特定できる． 

各 intent と対応する発話群はあらかじめ Wit.ai 側に

設定してある．例えばレストランでの会話の場合，

ユーザの「Hello」という発話が意図レベルで

「Greeting」と解釈され，「Beer please」は意図とし

て「Drink order」と解釈される. 

システムでは，intent に応じた応答文が会話シナリ

オに記述してあり，Wit.ai から受信する intent に応じ

た発話文をAT&T社のTTSサービスにより音声合成

し，結果を出力する．また，ユーザからしばらく発

話がない場合や発話意図が特定できなかった場合で

も, システムは会話シナリオに基づいて，ユーザに

話しかける機能を持つ. 

3.3 会話のステップ 

会話は一定の流れとは限らず，様々な要因によっ

て変化する. 本システムでは，会話に柔軟性をもた

せるため，会話進行上の段階を表すステップという

概念を会話シナリオに設けた. 例えば, レストラン

の場面では, 入店（Enter restaurant）—席案内（Get 

seat）−注文（Order）—飲食（Eat/Drink）−会計（Settle 

bill）のような基本的なステップが考えられる. シス

テムは常に現在のステップの情報を保持し, その情

報と受け取った発話意図によって, 次のステップを

決める. 

また, 同じ意図でも, 状況によっては意味が異な

る. そのため, システムにステップという状況的情

報を与えることによって, 意図の多義性の認識及び

処理が可能となる. 

3.3 エージェントとの対話例 

図 2 に実際に構築したシステムを利用している会

話の様子を示す．また，図３に本システムのエージ

ェントとの会話例を示す．斜体で記述された単語は

intent の結果を表し，各ステップにおけるユーザの

発話とそれに対する会話エージェントの返答を示し

ている． 

 

4. 結論と今後の課題 
本稿では，提案する英語コミュニケーション意欲

を高める会話エージェントの概要について述べた. 

今後は本システムにおける会話の場面の追加，シ

ステムの効果の検証に取り組みたいと考えている． 

 

 

図 2 エージェントとの会話の様子 

 

 

図 3 エージェントとの会話例 
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